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電子オルガン編曲演奏に関する研究
ピアノ演奏者の視点に基づく交響曲の編曲を対象として
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With the advancement of elec甘ictechnology， any musical sounds can now be expressed with an electric organ. However， 
many pianists are stil uncomfortable with digital sounds and many of them find it difficult to accept the electric organ. 
In this paper， the characteristics， merits， demerits， and functions of electric organs， and further， performance ability， methods 
of arrangement， tones settings， arrangement and practical performance are explained. Furthermore， itis also found that al 
around ability both in knowledge and performance skils can improve the quality of elec仕icorgan performance. For that pur-
pose， mastery of the piano is very effective， and in the case of arrangement， score reading is indispensable 
For the propagation of elec仕icorgan playing， piano and electric organ duo recitals and electric organ solo recitals， with the 
support of a piano， should be carried out. 
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はじめに
筆者は、鍵盤楽器を代表するピアノ演奏に携わってき
た。電子オルガンの演奏に対する印象は、演奏会に出か
けて聞くタイプの音楽ではなく、結婚式場やレストラン
のBGMに使用されている娯楽的なイメージを持ってい
た。また、楽器本来の音色を駆使して奏でるクラシック
を勉強してきた演奏者にとって、電子オルガン独特のデ
ジタル音を、音楽を表現する‘音'として受け入れるこ
とは困難であったと記憶している。そのことについて石
井(1988)は、全日本電子楽器教育研究会のシンポジ、ュー
ムで「ポピュラーの世界と比べてクラシックの世界は極
めて保守的であり、クラシックの世界における電子楽器
はまだまだ過小評価されている。Jと報告している。
しかし、今日では、一般的にもデジタル音を日常的に
聞き入れられるような環境に変化してきた。電子オルガ
ンにおいても、電子技術の進歩により、弦楽器・管楽器・
打楽器・鍵盤楽器など、あらゆる楽器の音を原音に近い
音色で表現できるようになったと評価できる。初めてそ
れを実感したのは、 1990年代に聴いた神野明氏のコンサー
トであった。その時のプログラムはグリーグ作曲の「ピ
アノ協奏曲作品16Jで、神野氏のピアノと電子オルガ
ンアンサンプルとテインパニーでの演奏であったO 印象
としては驚嘆せざるを得なく、オーケストラをパックに
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演奏するコンチェルトと比較しでも、原音からかけ離れ
た音色ではなく、むしろ新鮮な響きのように思われた。
とくに拒否感をぬぐえなかった弦楽器の音色もさほど損
色なく、むしろレベルの高くないオーケストラよりも数
段評価できる色彩豊かな演奏であった。ピアノと電子オ
ルガンの音量バランスも絶妙に計算されており、新しい
電子オルガン活用の可能性を耳で実感することができた。
その後も、電子オルガンはモデムチェンジのたびに、
多彩な音色の質の向上や機能アップの電子技術の進化は
続いているといって良い。筆者自身が電子オルガンを演
奏するに至ったのも、原音に近づいた音色の美しさや、
編曲力を活かして交響曲を演奏できる新たな可能性を認
識したからであるO
筆者がこれまで演奏してきた電子オルガン作品は、ピ
アノ演奏の経験を活かした編曲作品が多い。例えば、原
曲がピアノ曲でそれをオーケストレーションされている、
ラヴェル作曲「古風なるメヌエット」やムソルグスキー
作曲「展覧会の絵J(ラヴェル編)などが挙げられる O
また、電子オルガンの精巧な音色に着目し、譜面はその
ままで、その音色自体を活かした演奏も試みた。例えば、
チェンパロ音でスカルラッティー作曲の「ピアノソナタj、
パイプオルガン音を使用してバッハ作曲の「平均律jな
どが挙げられる。いずれも、ピアノと電子オルガンによ
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る比較演奏を行った。さらに日本人に馴染みゃすい楽器
として筆と尺八を音色設定し、宮城道雄作曲「春の海」
も試みた。録音機能に着目して演奏したのは、グノー編
曲の「アベ・マリアjである。あらかじめ録音しておい
たバッハ作曲の平均律曲集1の1香の「プレリュード」
をハープ音で伴奏として流し、メロディーをフルート音
で実際に演奏するといった試みであった。
さらに、グリーグ作曲の「ピアノ協奏曲作品16Jの
オーケストラパートを電子オルガン一台用に編曲し、ピ
アノと電子オルガンの二台でコンチェlレト演奏を行った。
このピアノコンチェルトは、ソリストとしての演奏経験
とオーケストラパートをピアノ伴奏した経験もあったO
ピアノ伴奏の場合、ソロパートと音色が一致するため相
手の音が聞き辛く演奏し難かった。また、実際のオーケ
ストラと共演のために練習するには、イメージも湧き辛
かった。しかし、電子オルガン伴奏はオーケストラ音の
臨場感もあふれ、二人で共演することは呼吸を合わせや
すく、練習場所の面でも有効であった。これこそ、ピア
ノ演奏の経験と編曲力、電子オルガンの利点を活かした
オリジナルな試みであったと考える(新山、 2011)。
以上を基に、電子オルガンの編曲演奏に関して考察す
るO
1 .電子オルガンの特徴
電子オルガンとピアノの相違点としてまずあげられる
のは、多鍵盤であることである。とくに足鍵盤で演奏す
ることが顕著な違いと言える。また、複雑なボタン操作
が必要で、あり、演奏におけるタッチはオルガンタッチで
ある O 表現においては、ピアノは一つの音色のみで主に
イメージを駆使して表現するが、電子オルガンは種々の
機能を用いることによって具体的な作業を行う方法をと
る。
電子オルガンの主な機能を以下に紹介する。
1 )音色
(1)ブリリアンス(Brillance)
音の明るさを変化させることが出来る O
( 2 )リバーブ (Reverv)
残響の長さ等を調節でき、教会やホールでの演奏
と似通った効呆が可能となる O
( 3 )ディレイ (Delay)
演奏音にエコー効果をもたらすことが出来る。
2)音程
フィート(Feet)
それぞれの設定音を基本として、上下オクターブ
変換が出来る O
3)音量
(1)エクスプレッシヨンペダル(ExpressionPedal) 
右足のペダルを踏むことで、音量調節が出来る O
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( 2 )イニシヤルタッチ (InitialTouch) ・アフタータツ
チ (AfterTouch) 
打鍵時や打鍵後に鍵盤に加圧することによって、
音量を増加させることが出来る O
4 )その他
(1)サスティーン(Sustain)
ピアノでのペダル効果に当たり、演奏音に余韻を
残すことが出来る。スラーやボルタメントを表現す
る際の活用に適している。
( 2 )リード (Read)
鍵盤上で単音発音が可能となり、重音、演奏時にお
いてその最高音のみをとくに響かせることが可能と
なる O
( 3 ) キーボード・パーカッション (Keyboard
Percussion) 
ローキーやペダルの各鍵盤の打鍵によって、種々
の打楽器を奏することが出来る。
(4 )レジストレーション (Registlation)
楽譜の一定区聞における音色設定を記憶させるこ
とが出来る。レジストレーシヨンの変換は予め順番
をプログラムさせ、演奏時には右フットスイッチで
行うことが出来る。
( 5 )シーケンサー (Sequenccer)
内蔵されている MDRに予め録音した演奏データ
を再生することが出来る。また、リズムパターンの
作成が可能で、予め録音したリズムデータを再生す
ることが出来る。例えば、ラヴェルのボレロなどは、
録音したリズムデータを再生しながら演奏すること
が可能である O
2.電子オルガンの長所友び短所
1 )長所
(1)場所
交響曲を演奏する場合、オーケストラの編成人数
が入る会場でなくとも、小会場で、オーケストラ作品
を演奏することが出来る。
( 2 )音
色彩豊かな音色で表現でき、オーケストラなどで
演奏する交響音に臨場感が出る。また、持続音が可
能である。このことについて山脇(1994)は、「ピ
アノでは表現に似合う音色・表現方法をピアノ音一
色の中で探していかなければならないが、電子オル
ガンではイメージしたとおりの持続音で弾くことが
出来る」と報告している。さらに、「声楽の伴奏に
おいても、ピアノ伴奏より音楽の流れを作りやすく、
発声的にも容易である。J 言い換えるならば、こ
れまでのピアノ伴奏では、歌唱のみが持続音で音楽
の流れを作らなければならなかったが、電子オルガ
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ン伴奏では双方で可能となり、音楽を作りやすくなっ
たと考えられる O
( 3 )曲のイメージの具現化
前述の通り、ピアノ演奏者にとって、例えばムソ
ルグスキー作曲「展覧会の絵jなどでは交響的な曲
のイメージを具現化し辛かった。しかし、電子オル
ガンではイメージによるオーケストレーションでは
なく複数の楽器を重ねていくため、実際の楽器音が
理解でき、音作りが具体的で判断し易くなったと言
える O したがって、アンサンブルやコンチェルトの
学習に電子オルガンは有効であり、楽器特有のイメー
ジが作りやすくなることが期待できる。また、オー
ケストラとの音量などのバランス感覚が育成される
ことも期待できる O さらに、現代作品の準備演奏に
おいても、実際のオーケストラでどのような音が出
るか予想できる。
2)短所
遠藤(1992)によれば、ピアノ演奏者の視点から電
子オルガンの問題点を以下のように報告している(要
約)。
(1)電子オルガンの実際がよく分からない。
( 2 )イメージから必要性を感じない。
( 3 )演奏を聞く機会が少ない。
(4 )弾きたい曲がなかなかない。
( 5 )機種が多く、不便。
( 6 )用語に対する違和感。
(7)複数鍵盤に対する恐怖心(特にペダル)。
(8 )ハイテク楽器への戸惑い。
( 9 )音楽教室での学習には抵抗がある O
また深見(1995)は、「ピアノ科出身者やピアノ教師
たちのピアノ鍵盤へのこだわりはかなり根深く、音質が
飛躍的に向上しでも、彼らをそれほど引き寄せる結果に
至っていない。jと指摘している。その理由として、電
子楽器が使えることがさほど有利とはならないことを挙
げているが、これは遠藤(1992)の指摘とも一致した。
演奏表現において深見(1995)は、ピアノ演奏者がピ
アノのタッチにこだわっていることを挙げている。湯浅
(1995) も、「ピアノのように音色が基本的に一種類しか
ないとは異なり音色の多彩さを追求できるが、旋律に微
妙な心情を表わすことは難しい」と指摘しているO ピア
ノでは主に一つの音色を種々のタッチテクニックによっ
て音量調節や様々なニュアンスなどを表現する。しかし、
電子オルガンでは、音色が設定されてしまっているうえ
で、どの表現も同じタッチ(オルガンタッチ)で鍵盤を
弾くために違和感が予想される O また、本番では、スピー
カーから音が出ることにより、会場によってコンディショ
ンが一定ではない。さらに、音色設定やシーケンサーを
その場に応じて変えることは難しいため、本番で即興的
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要素を表現しにくいことが考えられる。
しかし、根本的問題点としてデジタル音に対する抵抗
感が考えられる。音色面においては響きが単純で音に伸
びがないため、電子オルガン固有の音色が美しいと思え
ないことが、電子オルガンを受け容れ難い決定的な理由
であると考える O
3.電子オルガン演奏に必要な能力
1)電子オルガン演奏におけるピアノ学習の利点
電子オルガン学習者を概観した場合、ピアノを学習し
たうえで電子オルガンに進んだ者と最初から電子オルガ
ンのみを学習してきた者の二つのパターンがあるように
見受けられる O
このことについて遠藤(1994)は、「エレクトーンが
誕生した時、それを最初に演奏した人達のほとんどがピ
アノを演奏できる人だったO そして、エレクトーン指導
者のなかには、音楽大学でピアノを学び、その後エレク
トーンの研修を受けて先生となった人たちも多かった。
しかし、最近のエレクトーン演奏家や指導者は、長い音
楽教室の歴史の中で、育った人が多く、その人達はエレク
トーンを教具として使用し、身近な楽器とした。」と報
告している O 筆者の電子オルガンの教授経験をとおしで
も、大学において電子オルガンの授業の履修者のほとん
どは、幼少時より電子オルガンのみを学習してきた者で
あった。その率直な実感として、ピアノを学習してきた
学生と比較して、奏法に関して言えばタッチが弱く、音
楽を学習するための理論や知識、ソルフェージ、ユ能力が
不足していると見て取れた。ピアノを学習してきた利点
として次のようなことが考えられる O ピアノ(クラシッ
ク)の学習過程の多くは、基本的な演奏テクニックを身
につけるためにバロックや古典派から始め、ロマン派や
現代曲で豊かな表現力をつけることが一般的である(松
本、 1991)。これらを通して、バロック~現・近代の時
代背景や作曲者の曲想の特徴など、演奏以外の知識的な
パックボーンも自然な形で育成される。また塚瀬
(1992)は、「ピアノで指を鍛えると、その敏捷性や独立
性、柔軟性といったものが身につき、エレクトーンを弾
く際に、何とも効率が良く、譜読みもさっと出来てしま
う」と指摘しているように、ピアノ学習は、電子オルガ、
ンの鍵盤を奏するテクニックも容易に習得できるO
したがって、ピアノを学習したうえで電子楽器特有の
機能を理解し、電子オルガン奏法を学習していくことが
望ましいと考えるO そのうえで、タッチトーンの効果を
使って弾く管楽器や弦楽器などは、其々の楽器の奏法や
音色といったものを十分研究する必要がある O さらに、
打鍵した後の音の変化にも最新の注意を払わなくてはな
らない(塚瀬、 1992)。
とくにピアノコンチェルトの場合、オーケストラパー
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トの電子オルガン伴奏者自身もピアノ経験者であること
が望ましいと考える O その理由として、電子オルガンの
伴奏者がオーケストラとピアノパートの両方の技術面や
音楽内容を十分理解できているため、演奏者どおしの呼
吸面や音楽表現の相乗効果が期待できる O
2)スコアリーデイングの必要'性
電子オルガンの演奏会を聴いて直感することは、スコ
アリーデイングを実際に行っているかどうかという疑問
が生ずることである。例えば、どの楽器群(または楽器)
がメロデイーを受けもっているかを譜面上で理解できて
いるならば、当然その他のパートの音量を絞るとか、メ
ロディーラインが浮き出るような設定をすることが予想
される。しかし、実際にはどのパートも音量バランスな
どの計算が甘く、 CDから聞く音色のみで、直接、音色
設定している演奏者が多いように見受けられる O そのた
め、音楽的水準に達していなく、オーケストラの模倣に
も至っていないことが少なくない。
スコアリーデイングの必要性について赤塚(1992)は、
楽器群の視覚的立体感の気付きについて「メロディーと
ハーモニ一、掛け合いなどを確認すると、音色の面だけ
ではなく音の数、拡がり、幅なとミについても目で確認し
ながらイメージすることができる。jと説明している。
また、川本(1992)は、「クラシック曲のアンサンプル
の場合、初めから電子オルガンのアレンジスコアを見る
のではなく、スコアを用いて弾いたほうが曲の全体的な
スケールや各パートの意義などが感じられて望ましい。J
と報告している。
電子オルガンの演奏にはスコアリーデイングは必要不
可欠であり、演奏者の読譜力が編曲や演奏上での表現に
大きく関わってくると言える O
3)電子オルガンにおける演奏表現
赤塚(1992)は、「スコアリーデイングの他に楽器の
特牲を活かした物理的立体感 (Pan、リバーブ等、他の
楽器との融合)が電子オルガンにおける音楽表現に必要
である。」と説明している O また道(1995)は、「音色は
機械的な音形だけの問題ではなく、上下鍵盤のバランス、
ベースの入り方、リバーブのかけ方などからも決まる。j
と指摘している。ピアニストが音楽的感性と一心同体に
対し、電子オルガンでは音作りなどが主に具体的な設定
作業となる。したがって、設定されたことはそのまま音
色の変化や表現の一部となり、誰が演奏したとしてもさ
ほど変わらないことが予想される。とくに、交響曲の編
曲演奏などは、単に原曲と比較されたり、オーケストラ
などの代用品として見られることも多々あるが、電子オ
ルガンの機能や特性を十分活かして演奏できれば、アコー
スティックの楽器以上の効果を表現できる可能性を持っ
ている。それを実現するためには、他の楽器と同様に演
奏者の楽曲分析力や演奏解釈力が必要であり、演奏者の
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音楽性が大きく影響することが考えられる。それについ
て具体的には、①音(フレーズ)に対するイメージ、全
体を見た中でのそれぞれのフレーズの解釈等を考えた上
での演奏によって表現が変わってくる O ②フレーズを演
奏表現していくには、その音楽が持つ音のエネルギーを
感じることが必要。③イメージをタッチに置き換えて表
現していくこと。@:音楽上での呼吸が必要であることな
どが挙げられる(赤塚、 1992)。
電子オルガン演奏に必要な能力をまとめると、創作力、
演奏表現力、楽器の知識の習得、読譜力(スコアリーデイ
ングなど)や音楽理論、作曲・編曲法の徹底した基礎力
を身につけることである。そのうえで、楽曲の分析力・
演奏解釈力、良い音色・音質を聴き分ける聴音力及び判
断力(テンポの調整、音量のバランス調整=適切な調整
感、音色の創造や決定)を身につけることも必要不可欠
である。言い換えれば、書けて、弾けて、アレンジでき
る総合的音楽能力が兼ね備わってこそ、電子オルガン奏
者として成り立ち、音楽の追求が可能となるO さらに、
交響曲の編曲演奏などは、指揮者的な役割も担わなけれ
ばならないと言える。
4.電子オルガンにおける交響曲の編曲及び音色
設定
電子オルガン用の編曲も、基礎的な作曲理論や編曲法
を学ぶべきである。 CDから聞こえてくる音や感覚だけ
に頼った編曲は、聞いていて不自然さを感じざるを得ず、
とくに、音楽に携わる専門家を納得させる作品には至ら
ないと考える O
電子オルガンで交響曲の編曲演奏を無理なく行うため
には、原曲に即して合理的な編曲を考える必要がある。
第一に、スコアリーデイングの際、原曲においてイ可の楽
器群がどのように組み合わされているのかを理解するこ
とである。第二に、同じ楽器でも設定された音色の中か
ら何を組み合わせれば良いか、または別の楽器のほうが
効果的なのかを判断しなければならない。単にオーケス
トラの模倣ではなく、電子オルガンならではの音色を生
かす工夫をしなければならない。第三に、どこのパート
を何鍵盤で奏することが弾き易いかを考慮することであ
る。そのためには、楽器の音域をあらかじめ理解してお
かなければならない。第四に、音量バランスや演奏効果
機能などを決定しなければならない。赤塚(1992)は、
「演奏の良し悪しは音色設定のセンスと編曲力の2点に
決定付けられる。」と指摘しているが、編曲時に音色設
定を同時進行で考えられる能力があってこそ、電子オル
ガン演奏の新たな発想が生まれると考える。これらのこ
とは取扱説明書に解説していないため、電子オルガンの
機械操作に精通しているだけでは演奏表現には結びつか
ず、不十分である O
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編曲力が不十分な演奏者や初心者には、電子オルガン
の楽譜に添付されている FDをそのまま使用することは
便利である。しかし、それを盲目的に使用することは、
演奏者の独創性を発揮することにはつながらない。また、
3段に分割されたのみの楽譜はパートの譜割りの参考に
はなるが、音色設定の参考にはなりにくい。
以上のことより、あらかじめパートごとに分割された
電子オルガンの編曲楽譜に、新山 (2011)のように音色
設定や各鍵盤における楽器の編成や音量バランス等を視
覚的に理解できる「コントロール表」のような手引きを
添付していれば、多くの学習者に参考になると考える。
また、編曲の理想としては、特定の機種のみに対応でき
る編曲ではなく、種々の機種に対応できる編曲を目指す
必要性がある O さらに、演奏表現においての演奏解釈や
機械の特性に適した具体的な演奏法についても解説すべ
きと考える。
5.電子オルガンの編曲・演奏の実際
1)電子オルガン作品の編曲の手順
実際に、オーケストラスコアから電子オルガン楽譜に
編曲及び音色設定する過程を、譜例 1~3 を使って解説
する。対象曲はラヴェル作曲「古風なるメヌエットjと
し、最初の9小節を示した。選曲理由は、ピアノ楽譜と
オーケストラスコアの両方が存在しており、鍵盤楽器で
ある電子オルガンへの発想の移行が容易である。
(1)ピアノ楽譜(譜倒1)を譜読みする (CDを聞き
ながも有効)。
この際、実際にピアノで演奏して、曲の流れや右
手と左手の演奏範囲などを確認する O
( 2 )オーケストラスコア(譜倒2) を譜読みする。
この際、 CDを聞きながら、使用楽器の確認や音
色の雰囲気、音域なども確認する。
( 3 )譜仔tl1・2を同時に見ながら、管(金管・木管)
楽器群や弦楽器群、打楽器群の同じ流れが何小節目
まで続くかを確認する O その後、メロディーライン
になる楽器群を中心に、大まかに上鍵盤に配置する O
次に内声部になる楽器群を左手に、ベースラインに
なる楽器群を足鍵盤に配置する O この曲の場合は1
~8小節 3 拍目までほぼ同じ楽器群の流れであるた
め、そこまでを①、その後、テインパニーが出てく
るため9小節目までを②とし、電子オルガン楽譜を
作成する(譜例3)。
( 4)音色を設定するO
①及び②の詳細を吟味していく O
②上鍵盤にメロディーラインの弦楽器(ヴァイオ
リン)と木管楽器(フルート、オーボエなど)の設
定を試みる。
下鍵盤に内芦部の木管・金管楽器群(パス・クラ
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リネット、フアゴ 'Jト、コルネットなど)と弦楽器
群(アルト・ヴァイオリン、チェロ)の設定を試み
る。
足鍵盤にコントラパスを設定する。とくに、ここ
では音域のことを考慮するO 上鍵盤で原曲の音域を
演奏すると鍵盤が足りないこと、またより弾き易い
ようにするために1オクターブ上の設定にすべきで
ある。
その後、どの楽器群または楽器をどれだけ重ねる
かなどを考慮し、各鍵盤の音量や音色の明るさのバ
ランスなどを聴きながら判断していく。例えば、 4
~6小節のパス設定はコルネットとすべきであるが、
響きを考慮すると、コントラパスを主としてコルネッ
トは削除しでも全体のバランスとして良いと判断で
きる O
②足鍵盤でテインパニーを設定した後、①のメロ
ディーラインの音色の整合牲を保持しながら、弦楽
器群と木管・金管楽器群の混合された音色を設定す
ることを考える。それにより音量も確保でき、トウツ
ティーの感じが表現できるO
したカすって、
①上鍵盤 St.l+ Stム下鍵盤 St.l+ Hrム
足鍵盤=Cb.2 
②上鍵盤 St.2+ St.4、下鍵盤 Tu仕iム足鍵
盤=Timp. (EL-90) 
( 5 )音量のバランスなど、実際に演奏してみて微調整
を重ねるO
2)電子オルガンの演奏の実際
電子オルガンを演奏する際、以下のような8つの動作
を同時に行う。
(1)右手(アッパーキー演奏と設定変換
( 2 )左手(ローキー演奏とリズム変換
( 3 )右足(エクスプレッションペダルデ、ユナーミ
ク(強弱)の操作、音色変換、膝(ニーパー)でス
ラー付け(サスティーン)、音色設定変換
(4 )左足(足鍵盤演奏
演奏技術とともに、機械操作、とくに操作のタイ
ミング練習が必要である。
まとめ
電子オルガンはオーケストラの代用と言われることが
少なくないが、けっして悪い意味ばかりではなく、オペ
ラやコンチェlレトの伴奏としてその機能を果たしてきた。
それ以外にもアコースティックな楽器を加えることによ
り、新しい響きを創造しいく音楽的可能性を秘めているO
しかし、根本的な問題として、ピアノ演奏者にとっては
デジタル音への抵抗感があり、未だ電子オルガンを同鍵
盤楽器として受け容れ難い印象を持つ人が多いことは否
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めない。
電子オルガンの演奏会において、電子オルガンのプロ
グラムだけでクラシック愛好家などの足を向けることは
難しい。今後、電子オルガンの演奏を定着させるには、
まず、同鍵盤楽器であるピアノの演奏者(とくに、クラ
シック)から‘電子オルガンの演奏は音楽である'との
信頼を得ることが必要である。そのためには、ピアノと
電子オルガンのデュオ・リサイタルや、ピアノと電子オ
ルガンの両方を演奏するパイ・プレーヤーのソロ・リサ
イタルなどの機会を増加させることが必要である O さら
にその際、オーケストラの模倣としてではなく、それと
は別の次元で、電子オルガンならではの音色を生かした
作品を披露するなどの工夫が、同鍵盤楽器のピアノの演
奏者に慣れ親しんでもらう近道であると考える。
また、電子オルガ、ン奏者は、演奏技術においても、広
く音楽を学習する者としてもピアノを習得することが必
要である。技術と知識の総合的な音楽力を身につけてこ
そ、電子オルガン演奏の質の向上に結びっくのである O
そうなってこそ、他楽器の演奏と同レベルの評価を得ら
れる時代が到来すると考える。
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